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検出 さ れたこ とか ら今 後同 株の感 染性 や病 因性 に対 す

る 検 討カ 灌 ま れ た．

５
．

べ 一 チ ェ ッ ト 痛 患 老 多 核 自 血 球 の Ｃ３ｄ 卦 泌 に

つい て

（限 科） 陳 麗 理・ 小暮 美津 子

（解 剖 学 ・ 発 生 生 物 学） 西 川 恵 ・ 椙 川 英 三

（目 的〕 繰 り 返 し 起 こ る 急 性 の 強 い 多 核 自 伽 球

（ＰＭ Ｎ） 浸 潤 は べ 一 チ ェ ッ ト 病 の 一 つ の 特 徴 で， 前 房

蓄膿 の殆 どは ＰＭＮ がら成 り， 房 水 刺こは 補体 第三成

分 （Ｃ３） に由 来す る多核 自 揃球遊 走因 子が 存在 する
．

本 症 の 病 態 形 成 に ＰＭ Ｎ の 果 た す 役 割 は 大 き く， こ れ

に 補 体 活 牲 化 の 関 与 洲 示 唆 さ れ て い る． 本 報 筈 は， ヒ

ト ＰＭ Ｎ が Ｃ３を 産 生 す る こ と に 注 目 し，べ 一 チ ェ ッ ト

痛 に お け る ＰＭ Ｎ 機 能 と 補 体 系 の 関 連 を
，

べ 一 チ ェ ッ

ト 病 患 者 か ら 単 離 し た ＰＭ Ｎ を 用 い て 検 討 し た も の

で あ る
．

〔方 法〕べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者２５例 を 対 象 と し だ
．

対 照

群と して 健常成 人１４例 を用 いた． 患者 あよ び健 常対照

の 末 梢 血 か ら フ ィ コ ー ル ニ 重 比 重 遠 心 漆 に よ り ＰＭ Ｎ

を 分 離・塘 養 後， 上 清 申 の Ｃ３ｄ を ＥＬＩＳＡ 法 で 測 定 し，

同 時 に ＰＭ Ｎ の Ｃ３ｍＲＮＡ 発 現 を ＲＴ－ＰＣＲ 法 で 観 察

し た．ヒ ト ＰＭ Ｎ の Ｃ３分 泌 機 構 に プ ロ テ イ ン キ ナ ー ゼ

Ｃ お よ び カ ル モ ジ ュ リ ン 系 の 関 与カま示 唆 さ れ て い る 淀

め，ＴＰＡ，カ ル シ ウ ム イ オ ノ フ ォ ア Ａ２３１８７を 添 加 した

培 養 群 も 作 製 し， 同 様 に 上 清 中 の Ｃ３ｄ な ら び に Ｃ３

ｍＲＮＡ 発 現 を 調 べ， 比 較 検 討 し た
．

〔結 果〕 正 常 ヒ ト ＰＭ Ｎ は Ｃ３δ を 産 生 し， ＴＰＡ 刺 激

に よ っ て Ｃ３δ 分 泌 カ音増 加 し た．
べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者

Ｐ脳 Ｎ か ら の Ｃ３ｄ は 健 常 対 照 に 比 べ 有 意 に 高 値 で あ

り （ｐ＜０．．０
２）， 蛋 白 レ ベ ル で も 遺 伝 子 レ ベ ル に お い て

も η Ａ 刺 激 に 低 反 応 性 を 示 した． ま た， 患 者 群 で は 眼

発 作 に 関 連 し た Ｃ３ｄ の 変 動カミみ ら れ た．

〔結 語〕 べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者 の ＰＭ Ｎ は プ ラ イ ミ ン

グ さ れ て い る 可 能 性 が あ る． 眼 発 作 前 後 の 補 体 系 の 変

動 に ＰＭＮ も 関 与 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た．

６． 先 天牲サ イ トメ ガ艘ウ イル ス感 染の 胎盤痛 理所

見

（病院 病 理科） 藤林 真理 子・ 河上 牧夫

（母子 医療 セ ンター） 岩 下党利 ・ 中林 正雄

帽 的〕 サイ トメ ガロ ウイ ルス （ＣＭＶ） は先 天性感

染 の 原 因 と し て は 最 も 多 い も の で あ るカミ， 当 科 で も 至

年 間 に ３ 例 の ＣＭ Ｖ 胎 盤 炎 を 経 験 し た． Ｃ ＭＶ 胎 盤 炎

の 病 理 所 見， 病 理 診 断 上 の 問 題 点 に つ い て 述 べ る．

（症 例１〕母は４２歳， 妖 娠２７週で 胎内 発育遅 延 を指摘

さ れ， 精 査 の た め 入 院 し た 所， 胎 児 は 仮 死 状 態 に あ り

帝 王 切 開 施 行． 据 は５８８ｇ．

〔症 例 ２〕母 は２９歳． 姓 娠２０週 で 超 音 波 上， 胎 児 の 腹

水， 腎 焚 損 を 指 摘 さ れた
．

Ｐｏｔｔｅｒ 症 候 群 を 疑 わ れ２１週

で 分 娩 し た． 児３８０ｇ， 剖 検 は 施 行 さ れ な か っ た．

〔症 例３〕母 は２５歳， 妊 娠２５週で 胎児 の腹 水を 指摘さ

れ た． 母 体 血 の ＣＭ Ｖ 抗 体 価 高 値． 胎 児 は 肝 脾 腫 ・ 脳

室 拡 大 ・ 石 灰 化 を 示 す．
３２週 で 帝 王 切 開 施 行．

〔胎 盤所 見〕症 例１， ３ は絨 毛間 質細 胞や栄 養膜 細胞

の好 酸球 性壊兜 およ び形 質細 胞性 絨毛 炎を示 した． 初

回 の 検 索 で は“フ ク ロ ウ の 目’樹 入 体 は 見 つ か ら な か っ

た が， 標 本 追 加 作 製 お よ び２．５μｍ 程 度 の 薄 い 切 片 の 作

製 に よ り 最 終 的 に 封 入 体 カミ見 つ か っ た． 症 例 ２ は 多 核

巨細胞 を 伴う 肉芽腫 を多 数形 成し ており， き わ だった

組織 所 見を呈 しだ． 免疫 組織 化学 で抗 ＣＭＶ 抗 体が絨

毛 に 陽 性， 紬 ｓ腕 的ｂｒ熾 ｚａｔｉｏｎ （ＩＳＨ） で ＣＭ Ｖ 遺 伝

子 が 絨 毛 に 検 出 さ れ た
． 再 薄 切 し た 切 片 が ら 最 終 的 に

封 入 体 も 見 つ か っ た．

〔考 察〕症 例 １， ２ の よ う に 臨 床 的 に 本 症カミ疑 わ れ な

く て も絨 毛炎 があ れぽ積 極的 に ＣＭＶ 感 染症 を 疑う べ

き で あ る． 特 に 絨 毛 間 質 細 胞 ・ 栄 養 膜 細 胞 の 好 酸 性 壊

苑 お よ び 形 質 細 胞 性 絨 毛 炎 の 所 見 は 有 望 で あ る．
ＩＳＨ

では 封入 体細胞 より もは るか に多く の細 胞 でウイ ルス

遺 伝 子 カミ検 幽 さ れ 有 用 で あ る．

７． Ａ ｍｐｌａｓｔｉｃ１趾ｇ６ ㏄ ｍ ｙｍ 批ｏｍａ （ＡＬＣＬ） の

組織像を皇した皮膚腫瘤型 蛆 肌 の玉例

（第 二 病 院 １内 科ＩＩ， 彼 膚 科，
島病院 病理 科）

加 藤 義 棚 ・ 福 与 搬 召１・ 安 山 雅 子’・

川 内 喜 代 隆’・ 詫 摩 武 英’・ 森 治 機１・

島 貫 洋 子２・ 原日ヨ敬 之２・ 相 羽 元 彦呂

〔症 例〕５９歳， 男 性， 香 川 県 出 身． 主 訴 は 右 背 部 腫 瘤．

１９９雀年 ３ 月 頃 よ り 右 背 部 の 腫 瘤 に 気 付 い た が 放 置 し

た． ７ 月 頃 よ り 増 大 傾 向 を 認 め た た め 当 院 皮 膚 科 に 入

院 し 腫 瘤 摘 出 術 （２，５ｘ２．５ｃｍ） を 施 行 し た
． 悪 性 リ ン

パ 腫 を 疑 わ れ 精 査 加 療 目 的 に て１０月 当 科 転 科 と な る．

〔理 学所 見およ び検 査成 績〕皮疹，皮 下 腫瘤 は認 めず
，

表 荏 リ ン パ 節 や， 肝 脾 は 触 知 し な か っ た． 末 梢 血 所 昆

で は， 禽 血 球 数５，迅⑪０／μ１ で 異 型 リ ン パ 球 は 認 め な か っ

た
．

ＬＤ Ｈ
，

Ｃａ
２＋ は 正 常 で

，
抗 Ｈ Ｔ Ｌｙ一ユ 抗 体 カ§２

，
０雀８倍

と 高 値 を 示 し た． 全 身 の ＣＴｓｃａｎ， 超 音 波 検 査 上 リ ン

パ 節 腫 犬， 臓 器 浸 潤 は な く， Ｇａ シ ン チ で は 右 背 部 に

ｈｏｔｓｐｏｔ を 認 め る 以 外 異 常 集 積 は 認 め な か っ た．

〔皮 膚腫 瘤の病 理所 屍〕腫瘍綴 泡 は真皮 刺こ多結 節性
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に 認 め ら 扱， 核１こ切 扱 こ み 登 認 め， 明 瞭 な 核 小 体， 好

塩 基性 綴胞 質を 有貧 る大型 綴胞 ⑳糟 薩 を室体 と し， 漢

花 核 分 裂 燦 も 蟹 竃 で あ っ 花． 免 疫 梁 亀 上， 腫 蕩 細 胞 は

ＣＤ３⑭ヰ ＣＤ３＋ ＣＤ２魯凹 Ｃ篶萎§没 Ｏ■ を 塁 し Ｓｏｕξｈｅｒｎ もｌｏｔ

漆 で ＴＣ 顯 鎖の 搬 醜 灘 搬 敏 ピ五肌 Ｖ－１ ｐｒｏｖ１ｒ・

愚１ ０Ｎ淡 の ｍ⑪鶯｛事碗 臓呈１醜宣鶴 蹴 肋 撚 検 搬 書 れ 花
．

〔経 遜潟 裟 び誇薬〕 以土 ⑳餅 箆 漢り 純 ＣＬ 様 の 組織

像 毅 塁 し 花 慶 溝 纏 纏 灘 炎γ篶Ｌ と 診 鱗 し Ｖ汐ＰＡ－Ｍ 療

漆登 施行 し淀．
紅 Ｃ以Ｃ跳 ㈲ 糠 総織 像を示 す Ａ ｕ Ｌ

の轍 奮は 変 娩 ・．ｃ跳 縦 ㌶ｃ 概 １ζ属す る 表繭杭 原 で，

溝 惟 牝 さ れ 淀 大 塑 麓 蕩 綴 鰯 帯， ＨＴＬｙ一王に よ り 芽 球 化

し た 丁 細 撒 こ も 発 窺 す る こ と 紐 報 告 さ れ て い る．

ＡＬＣＬ で ＸＴＬＹ－１陽 縫 め 徽 ま稀 で あ る 秘， 犬 型 麗 瘍 細

胞 の 増 殖 を 室 体 と す る 炎で 脱 で は 本 例 の ご と く

ＡＬＣＬ（ＣＤ３辱斗）の 纏 織 像 を 呈 す る も の 斜 存 在 し， 鑑 別

診 断 上 濠 意カ葦必 要 と 懸 あ 扱 る１

８． 獲 瘍 特桑釣 モノ ク嚢 一ナ ル抗 鉢を濡 いた 肝癌 の

治療

（消他器 肉 醐 木 村 知・

密 懸 郁 予 ・ 劃１ 鰹 二 ・ 梁 京 賢 ・

翻１瀦 穣・撃醐 噛 葵 予・ 撫藤多 津 予・

轟 斜１憾 ・ 繍肉 寛 ８。林 痩 譲

帽 約） 航 体倣 移鐙綴 鰹 簿審 藩獲 （ＡＤＣＣ） 登衛 する

癌 祷纂 駒兼 ノク 奴一 わ汐銃鉢 登 鰍 沢， 肝艦 への 新 し

い騎纂 約免 疫療 籏の 斑鑑 燈登 鍍欝 し浸．

〔方 漆・鰭築〕 我 刷ま 馳こ騎 鰯の 総鰹 糠 で滋る ｈ冊２

で免 疫し花 マウ スか 彩欝 ら槻淀 マ ウス 航浸 ト癌 縛異 的

流 体 （５２３｝；こつ い て 轍 筈 し て 蓄 淀． こ の 撹 体 を 用 い て

甜ｅｃ 倣 を ヒ ト ξ鳶篶，室滋 鍵 沈 磁 善こ は５ｉＣｒ で ラ ベ ル し

た ｈ 搬 ２を 罵 い， 搬 嚇 ｒｏｌこて 綴 飽 障 害 潜 牲 を 測 定 し

捻． 実 験 は Ｅ 灯 ｒ磁 ｃ を 鋤 ： 夏 で 行 っ た．
こ の 繕 果，

抗 体 添カ 麟 ；こ 濃 度 依 存 健１こ 炎９ｃｃ の 増 加カミみ ら れ た．

］ 方 コ ン ト ロ ー 汐 貌 鉢 で１ま 没◎ｃｃ 潜 性 は み ら れ な

か つ 花
．

〔考察〕 今 園の 実験１こよ登 癌簿 異駒 抗体 であ る５２３は

ＡＤＣＣ 活 憧 を 魯 す る こ ㍑ 添 駿 さ 扱 淀
．５２３は 抗 ヒ ト，

マ ウ ス 毛 ノ タ ロ ー わ ひ抗 猿 で あ る 嚇， 今 後 は 遺 伝 子 操

榊こて 免疫 グ樋 ブリ ンの 跳 灘 豪 ヒ ト 醐こ組 み 替免 て

キ メ ラ 航 体 を 搾 製 じ享１ 洲１ＶＣ で ヌ ー ギ マ 汐 ス ヘ の 移 櫨

麗 激こ鮒 する 航 鰹蕩効 簾⑳ 糠講 等を 行い， 麟床 応網 の

珂 鰭 憧 蜜 繊 窺 し て い く 矛 憲 で あ る．

９． 腕ｔ繍鮒 鯛 ㍑獅枇 鋤 兇鶏例の報皆＆傑因蒲

診断

く増 蝿 醐 鰯灘 総久 ・ 小鰯弘 鐘・

繊 騎葵保 子・ 大澤 裏沫予

Ａｎｂ 搬 ｏｔｉｃ ｅｃｔｏａｅ 醐 ａ１ 鮒§募１磁 轟 ⑳ 児 弟 例 を 経 験

レ そ の母の 傑 園讃診 断 を狩う ζと 秘 で警恕 ので 鞭告

す る
．

〔滋例 王〕懸兇 は婁釣 周弱 蝿．
綴頭 不閥 ⑳籍 熱登 繰り

返 すこ ＆を 謹 諏こ衆 院． 入饒 縛鳶嶋 簿徴 的な 顧 繍 砧

り 箇Ｃｔ０幽ｒ 醐１ａｙＳ 幽 幽 嚢 疑 勅 級 糟 鐙 登 行 っ 淀．
一 般

検 麓， 免 疫 藻１こ 翼 鴬 は な湯 灼 淀． 発 深 タ ス いこて。 発

洋を認 めず 他 の慶膚 何属 欝 （甑 髪言 篭 濠 凄） カ螂 分

焚 損 し， ｅＣ乏０ 狛 ｒ㎝凄ｉ 的 Ｓ創盈Ｓ１藪 を 診 鰯 し 尭
．

ＡＣｅを於

ｃｈｏｌｉｎ旺 含 奮 ク リ ー ム夢）菱養孫言善こ て暮交拳多芝二恕 と夢）拳良皆ゐミ

あ り， 試 し 淀 秘 無 効 で あ つ た．

〔症 例 ２〕患 蝿 は 遂 カ 月 男 蝿． 痘 鰯 至 の 弟． 気 管 支 肺

炎 の 診 断 に て 入 院． 屍 と 園 様 ② 顔 貌 と， 発 汗 テ ス ト に

て 汗 が 認 め ら れ ず， 保 因 者 か ら の 艶 塵， 慰 こ同 様 の 疾

患 淡 あ る こ と を 考 支 る と， 伴 牲 劣 控 の ｅＣｔｏ旋ｒ㎜ａ１

ｄｙｓｐｌａｓｉａ と 診 断 で き 淀
．

（症 例 ３〕患 児 の 母． 顔 魏鳶 溝 徴 飽 で あ る．
生 来， 汗

が 少 な か っ た
．

皮 鱈 付 属 器 ⑳ 焚 翻季ま 凄暮功童
， 親 知 ら ず

歯 淡 な い． 発 浮 テ ス ト で 欝 繍 こ ブ 薫 シ コ 綴１こ 浴 っ て 発

汗 部分 と簸 浮都 分の縞邊 規 る 扱淀
。

指炎 の浮 線閥 題灘

め狂 常 範麗ぷ り籏 かっ 恕． 本療 候辮 ⑳繰 鐘箸 の診 漸纂

準 ６碩 鰯のう 怒近 碩 鰯登認 紙 繰鐵 讃註 診騎 で慧た．

本療 候辮 の塾漆 駒繊 念， 禽餅 鐙 な婆も 焚え， 着 平の

父 猷駒 綾離 療労腺 報 轡笈答．

玉０． 簸騨 癒篠 灘に 発寝 じた麟 鰹 蕩⑳総 療縫 験に 軌 ・

て

（第二 痛騎 小蝿 醐 三 瀦纏 予・本 閥 哲・

蟹 圏 禰 子 ・ 奪 慶 薬 ・ 添 Ｑ 簿 之 ・

梅津 亮二 ・浅 蒋剃 夫・ 樹囲兇 範

１脳神経外榊

萩 原 椿 司 ・ 梅 療 襟 ・ 神 保 実

先 天性 心疾 患の 合餅症 の一 つと して 継膿 瘍はよ く知

ら れ て い る 秘， 今 回 秘 莱１ま無 騨 寝 候 欝 ⑳ 診 鰯 の も と 経

過 観 察 申 の１０歳 勇 蛾 こ 発 痘 し，初 簸 治 療１こ 苦 慮 し た 述，

適切 な 抗生斉物 選択 とｒ雌一Ｃ 甑 勲 の併 融 こよ り 農 好

に 経 過 し た 脳 膿 瘍 を 経 験 し 淀 ⑳ で 灘 警 す る．

療 例 は１⑪歳 勇蝿 で， 鐙螢 縛ぷ 簑チア ノー ゼ 登鵜摘 さ

松 て 瀦 り。 心 臓 勿 テ ー 労 ル 鍍 査 の 繕 築， 三 尖 奔 闘 鎖 綾，

総腕 静 脈灘 流翼篤 療奮 締っ 災簸 鱒療燦 灘 を診 繍さ れて

い る． 発 熱， 綴 ぬ 構 曹 鱗 竃 滋 撃 登 室 訴１こ 楽 院， 頭

都 ｃＴ 畿施 行し怒 没こ る崖 働頚 級こ遣 駒こて燭 麟カ猫

骸慈 ね る獲 暇収蛾 登認 軌 脳磯 蕩を 診鰍 し淀． 航 盤翻

（Ａ蕊ＰＣ， ＣＴ沢）， 脳 圧 鱒 下 翻， ス 業 泌 イ 淳 翻 投 専 ぱ て

一 総７一


